
伝
統
の
力
で
双
葉
を
元
気
に

「
夢
ふ
た
ば
人
」
結
成

び

と

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
平
成

年
の

23

９
月
、
中
谷
さ
ん
は
南
台
仮
設
住
宅
に
入

居
し
た
。
そ
こ
で
、
双
葉
町
消
防
団
第
２

分
団
の
仲
間
と
と
も
に
町
の
未
来
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
「
自
分
た
ち
が
町
民
に
夢

や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
存
在
に
な
ろ
う
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
同
年

月
、
「
夢
ふ

11

た
ば
人
」
を
結
成
し
、
約
２
ヶ
月
で
南
台

仮
設
住
宅
広
場
内
で
ダ
ル
マ
市
を
開
催
し

た
。
設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
、
３
人
だ

っ
た
が
、
現
在
は
、

人
ほ
ど
に
増
え
た
。

25

住
民
の
再
会
の
場
を
つ
く
り
た
い
。
双

葉
を
感
じ
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
と
誇
り
を

次
の
世
代
に
残
し
た
い
と
い
う
想
い
で
活

動
を
し
て
い
る
。
「
盆
踊
り
」
の
開
催
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
に
も
協
力
し

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
双
葉
を
感
じ
、

再

会

を

喜

ぶ

姿

に

達

成

感

ダ
ル
マ
市
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら

永
い
歴
史
を
誇
る
伝
統
行
事
。
毎
年
１
月
、

町
と
長
塚
共
栄
会
が
主
催
し
、
長
塚
商
店

街
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
て
い
た
。
双

葉
ダ
ル
マ
の
特
徴
は
、
太
平
洋
と
桜
と
雉
。

古
く
か
ら
浜
通
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ

イ
ン
は
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
絵
付

け
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
た
ば
女
性
部
が
行
っ
て
い

る
。長

塚
で
育
っ
た
中
谷
さ
ん
は
、
幼
い
頃

か
ら
祭
り
が
大
好
き
。
祭
り
へ
の
思
い
は

人
一
倍
強
く
、
「
伝
統
の
力
で
双
葉
を
元

気
づ
け
た
い
。
必
ず
開
催
し
な
け
れ
ば
と

い
う
使
命
感
が
あ
っ
た
。
」
と
話
す
。

震
災
後
、
初
め
て
の
ダ
ル
マ
市
は
、
不

安
を
払
拭
す
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
場
所
は

違
っ
て
も
双
葉
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
が
通
じ
、
県
内
外
か
ら
懐
か
し
い
顔

ぶ
れ
が
集
ま
り
、
涙
を
流
し
て
再
会
を
喜

ぶ
姿
に
達
成
感
を
感
じ
た
と
い
う
。

南台仮設住宅広場で開

催された盆踊りの様子

今
年
も
２
日
間
の
開
催
で
、
一
年
の
運

勢
を
占
う
「
巨
大
ダ
ル
マ
引
き
」
や
商
売

繁
盛
を
願
い
練
り
歩
く
「
ダ
ル
マ
神
輿
」
、

「
奉
納
神
楽
」
「
伝
統
芸
能
発
表
」
、
「
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
」
な
ど
で
盛
り
上
が

っ
た
。

伝
統
を
強
い
絆
で
未
来
へ
！

平
成

年
は
、
町
外
拠
点
と
な
る
勿
来
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町
酒
井
地
区
災
害
公
営
住
宅
へ
場
所
を
移

し
て
市
を
開
催
す
る
予
定
だ
。
「
ぜ
ひ
、

多
く
の
方
に
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
双
葉
の
姿
を
直
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
」

と
、
中
谷
さ
ん
は
話
す
。

「
温
か
い
支
援
を
活
動
の
原
動
力
に
し
、

今
後
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

町
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
途
絶
え
さ
せ

ず
、
必
ず
双
葉
で
ダ
ル
マ
市
を
復
活
さ
せ

た
い
。
新
し
い
取
組
を
聞
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
そ
こ
で
は
な

い
と
思
う
。
」
と
語
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

新調されたダルマ神輿
威勢のよい巨大ダルマ

引きの様子
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ふ
る
さ
と
双
葉
へ

夢
と
希
望
の
架
け
橋
に

双
葉
町
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
以

降
、
現
在
ま
で
全
町
避
難
が
続
い
て
い

る
。
町
民
が
県
内
外
で
避
難
生
活
を
送

る
中
、
毎
年
、
い
わ
き
市
南
台
仮
住
宅

広
場
で
は
、
双
葉
町
伝
統
の
「
ダ
ル
マ

市
」
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

今
回
、
震
災
後

の
ダ
ル
マ
市
を
主
催

し
、
双
葉
の
伝
統
を

継
承
す
る
団
体
「
夢

ふ
た
ば
人
」
会
長
の

中
谷
祥
久
さ
ん
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
、
ふ
る
さ
と
双
葉
へ
の
想
い
、
ダ

ル
マ
市
に
か
け
る
意
気
込
み
な
ど
に
つ

い
て
話
を
伺
っ
た
。



交流拠点「カフェはら笑」

湊
町
を
元
気
に
！

「

カ

フ

ェ

は

ら

笑

」

は
ら
笑
楽
交
の
地
域
活
性
化
の
た
め
の

取
組
の
一
つ
が
地
元
食
材
を
使
っ
て
郷
土

料
理
を
提
供
す
る
「
カ
フ
ェ
は
ら
笑
」
の

運
営
。
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
る
メ
ニ
ュ
ー

は
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
話
し
合
い
に

よ
り
考
案
さ
れ
る
。
自
慢
の
一
品
は
、「
豆

富
も
ち
」
。
代
表
の
日
下
部
さ
ん
は
、
「
最

近
で
は
、
農
家
で
も
餅
を
食
べ
る
機
会
が

少
な
く
な
り
寂
し
い
。
湊
町
の
特
産
品
は

笑
顔
で
、
楽
し
く
、

交
流
の
拠
点
に
！

「

は

ら

笑

楽

交

」

し

よ

う

が

つ

こ

う

猪
苗
代
湖
の
西
岸
、
湊
町
原
地
区
に

あ
る
「
は
ら
笑
楽
交
」
は
、
廃
校
後
、

長
い
間
放
置
さ
れ
て
い
た
旧
原
小
学
校

を
、
地
元
有
志
ら
の
手
に
よ
り
地
域
活

性
化
や
交
流
拠
点
を
目
的
と
し
て
再
生

し
た
交
流
施
設
で
あ
る
。
平
成

年
29

7

月

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
愛
着

29
の
あ
る
校
舎
は
、
人
々
の
触
れ
合
い
の

場
と
し
て
蘇
っ
た
。

今
回
、
は
ら
笑
楽
交
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
代

表
の
日
下
部
勝

文
さ
ん
か
ら
施

設
の
魅
力
や
取

組
、
今
後
の
展

望
な
ど
に
つ
い

て
お
話
を
伺
っ

た
。

大
豆
。
豆
富
も
ち
で
人
を
呼
び
込
み
た
か

っ
た
。
」
と
話
す
。
カ
フ
ェ
を
利
用
し
た

家
族
で
の
食
事
や
語
ら
い
は
、
世
代
間
の

交
流
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
現
在
は
、
日
曜
の
み
の
オ
ー

プ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

「

楽

交

」

づ

く

り

の

追

求

今
年
７
月
末
、
は
ら
笑
楽
交
で
は
、「
一

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
約

２
０
０
人
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
と
い

う
。
地
元
団
体
の
協
力
に
よ
る
楽
器
演
奏

や
ラ
イ
ブ
、
語
り
部
の
ス
テ
ー
ジ
…
。
台

風
の
影
響
で
、
予
定
し
て
い
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
花
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は

中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
会
場
は
大

盛
況
。
日
下
部
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
際
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
楽
し

く
参
加
で
き
る
よ
う
、
知
恵
を
絞
っ
て
い

る
と
い
う
。

年
間
を
と
お
し
て
、
親
子
で
一
緒
に
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お

り
、
餅
米
栽
培
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り
、
生

き
物
調
査
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
体
験
が

で
き
る
。
毎
年
、
「
遊
雪
の
楽
交
（
雪
祭

り
）
」
に
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

幻
想
的
な
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
、
お
昼
に

振
る
舞
わ
れ
る
温
か
い
芋
汁
や
餅
、
か
ま

く
ら
作
り
や
そ
り
遊
び
、
夜
の
楽
交
で
の

交
流
と
、
楽
し
い
要
素
が
盛
り
沢
山
。
時

が
経
つ
の
も
忘
れ
、
一
日
中
、
雪
中
で
の

休
日
を
満
喫
す
る
家
族
も
い
る
。

ま
た
、
平
日
は
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
校

庭
の
一
般
開
放
を
行
っ
て
お
り
、
近
隣
町

村
や
遠
方
か
ら
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
る
。

夢
の
実
現
へ
向
け
、

「

楽

交

」

の

目

指

す

姿

は
ら
笑
楽
交
の
一
番

の
魅
力
は
、
高
原
地
特

有
の
気
候
や
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
。
猪
苗
代
湖

と
背
あ
ぶ
り
山
の
間
に

建
物
が
常
に
存
在
す
る
の
が
強
み
。

日
下
部
さ
ん
は
、
「
施
設
周
辺
の
景
観

を
美
し
く
す
る
こ
と
が
集
客
に
繫
が
る
。

環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、
毎
年
、
定
期
的

田んぼの楽交の様子

な
イ
ベ
ン
ト
を
組
む
こ
と
で
集
客
率
を
高

め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
」
と
意
気
込
む
。

ま
た
、
日
下
部
さ
ん
は
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
は
、
若
者
を
地
域
に
取
り
込
む

手
立
て
が
必
要
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
試

み
を
と
お
し
て
、
地
元
農
業
法
人
の
担
い

手
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
自
分
に
与
え
ら

れ
た
使
命
だ
と
捉
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、

未
来
を
担
う
若
者
に
農
業
を
負
担
と
感
じ

る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、

交
流
拠
点
と
し
て
の
は
ら
笑
楽
交
の
存
在

意
義
が
今
後
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

雪
ま
み
れ
に
な
っ
た
子
ど
も
の
笑
顔
。

そ
の
姿
を
見
て
喜
ぶ
親
。
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
際
、
自
然
の
中
で
見
せ
る
子
ど
も

本
来
の
姿
が
大
変
参
考
に
な
る
と
い
う
。

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
屋
外
ス
ク
リ
ー
ン
で

の
映
画
鑑
賞
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
…
。
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
」
と
話
す
日
下
部
さ
ん
。

日
下
部
さ
ん
の
瞳
の
奥
に
は
、
未
来
の

「
が
っ
こ
う
」
の
姿
が
限
り
な
く
広
が
っ

て
い
る
。

はら笑楽交施設外観


